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ために BHC の鹿島が析出しない範囲の最高収丑を 込口に近い写本の反願管であることが判った｡∫
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●
DDT の張大な殺虫致束は1.1･bis(p-chlorophenyl) phenyl)=2,･_,2-trichloroethaneI(0,p･-DDT) やそ
-27,2.2-trichloroとtliaムC即ちp,p′-DDTの殺虫力に の他の剤生物を合有して居る(1).従って DDT A,r(栄
伐るのであるが,工業生産品である D^DT 蜘末峠, ･や DDT製剤中の P･P'-DDT甲定足が当鎗払嬰とな




防 曲 料 亭 解 14 枕
'F'JL.(約 16和桝),その中には p.p'･DDT の'B放




1･ R 席 ､式
(C1-CAT14)2CHCCJ3∫oH-ー
(Cl-C8H4)!C:CC12+CI-十HP
L･DDT (354･3)L: DDX ･ (35.46)y
DDT分1･と取離した塩素腐子との畳比は大約10:1
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代は,1/･'N の痢持甲達で 260に li7分間とい.5反
感陳作にて･p･p′-DDTの淀丑を行って何る｡3%.々は
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o,p′-DDTl 2芸… 十 T3870
､ratio巨 17:1二-l･ 137tl
p,r'-DDT は此の反艦隊杵では35分TCTl完全に腕塩
酸ナるが,1我々は p･p′-DDT ?定量には 40-分を必
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-S. 定 ,卓 一方 法 ･二
(i) 群 集 ･ へ
:(a)lNmethan-olicKOH'KOH5.6g･を水*























- した AgClの沈毅を灘司さやてそのま 鉄ゝ切掛 旨'7Tt
∴典､2i･C.を加え 1/10Nthiocyanat噌 準液でmicr0--
bure,tをfJL､て過剰の AgN03を逆通宝する｡thio一






宍税の直税を用いて図よりⅩ即ち p,p′-DbT の ,Qo,
･､が求まる｡
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timq l p,pLDDT' 巨 ｡,p′-DDT
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'茄後にtR正TJ･uiに就ての注意事項を二三述べる｡






r(i).-X脚 特に KOH･には K.C1一の技な Cl･を食
むm哲舶 ;あも小一ら粥朝を班研した際には必ずblank-
tcsト を.行う卯｡又 Feその他数椛の金属イオ.,は
pI)T の耽脚 絞 懸t=p触卿 勺I=仲川ナろく6)から班･Cを
要する｡
,(ii)thiocyanチte捺準液7:･油<j計 る際に･純'kされ














thanolicKOH で 400に 40分間という反麿陳件を
見出して,比の旅件により混合物中の p,p′rDDT を
正確に･定温した∴





弓桝h F柳 平の諸掛 二心から排し申上げる｡
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6･ BenwphもnOn? 混用蚊寮線香o_イエ りー を轟下仰持せ.Lや る効力に就いて･殺虫剤の生物試











































たものである｡ ′ ′ -′
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